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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
愈
一
は
讃
義
に
お
け
↓
る
混
誓
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
困
幽
る

こ
と
を
目
朗
と
す
る

一
、
右
の
員
的
の
た
め
に
次
の
帯
黍
を
行
う

9U

@
毎
月
一
同
研
究
魯
を
開
く

⇒
　
毎
年
公
売
講
瀧
魯
を
開
く

剛
管
高
「
纂
研
窪
を
馨
す
・

｝
、
本
會
の
跡
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
員
藩
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
哲
學
科
教
官
及
び
委
員
會
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

［、

{
會
は
會
員
総
織
と
し
、
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け

　
な
い
、
學
校
・
職
書
傑
・
其
他
の
鋤
髄
は
團
醗
の
名
を
以
て

　
入
魯
す
る
こ
と
も
で
曇
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
一
、
｝
＝
「
○
圓
、
又
は
牛
年
六
一

〇
園
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
魯
誌
の
配
布
を
受
け
、
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の

　
行
事
に
禺
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
田
は
黙
務
所
を
京
梛
大
學
丈
雛
部
内
に
お
く

一
、
太
「
魯
柑
祝
約
の
改
正
饗
酬
災
は
委
昌
ハ
會
の
決
勲
融
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
野
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人
の
立
場
と
粛
軍
に
基
い
て
人
聞
を
反
省
し
、
考
察
し
て
み
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
彼
の
立
場
と
閥
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が
こ
の
や
う
な
も
の
で
あ
っ
た

が
故
に
、
彼
の
人
聞
に
つ
い
て
の
反
省
と
薄
湿
と
は
断
片
的
で
あ
る
に
と
冥
ま
っ
た
わ
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で
あ
る
。
…
挙
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な
購
常
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の
關
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は
、
人
賦
自

身
の
哲
雄
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自
畳
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も
っ
と
ち
が
っ
た
訳
柄
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
ベ
ン
タ
ム
自
身
積
極
的
に
語
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、
し
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も
自
明
の

も
の
と
し
て
前
提
し
た
人
間
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
以
上
の
や
う
な
人
聞
の
　
般
的
規
定
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に
時
代
環
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の
關
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に
於
い
て
磨
．
察
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磯
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。
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金
目

告

一
、
本
・
曾
は
會
員
級
織
と
し
魯
轟
に
は
賓
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
ぱ
京
都
窟
左
京
颪
田
中
西
浦
町
弘
交

壁
内
繭
尿
都
暫
一
命
H
係
宛
に
規
定
の
命
婦
費
（
礁
－
【
、
　
ニ
ニ
○
闘

叉
は
牟
年
六
…
○
闘
）
を
お
稀
込
下
さ
い

「
振
替
鐸
座
京
都
一
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
幹
」

一
、
禽
掃
費
…
切
九
一
の
場
A
ロ
は
瀞
甥
筒
に
「
煎
捌
金
切
」
の
印
を
棒
勘
し
幽
鼠

す
か
ら
直
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
　
一
年
分
（
久
は
傘
年
分
）

會
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
訟
膀
（
叉
は
六
冊
）
の
迭
附
濟

を
以
て
前
金
切
れ
と
し
、
愈
費
の
墾
更
其
他
の
欝
懐
…
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牛
年
）
毎
に
精
算
し
ま
す

一
、
會
回
貝
の
韓
胃
唐
入
退
魯
等
（
編
集
事
務
以
外
の
一
切
）
　
の
購

務
は
弘
女
壁
内
京
都
哲
學
魯
係
へ
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
篇
㎜
の
編
錐
曜
に
騒
…
す
る
｝
巡
信
。
新
燗
略
書
。
寄
㎜
王
難
唯
一
蝶
は

本
愈
回
宛
に
細
　
…
送
り
下
さ
いth刃ミ

京京都
蓄都

大市哲
學左

N京學
學麗

部吉命
内覇　fi’」

昭
和
三
十
一
葬
凋
穏
十
獄
鼠
印
刷

昭
和
三
十
「
年
四
月
二
十
口
爽
行

編
集
人

褒
行
人

印
刷
人

印
刷
所

褒
行
所

　會株
　ぬ　　　　　　　　　　　ゑ

1弘lllll叢㌻

　
　
　
註
文
規
定

一
、
會
員
以
外
［
の
一
揖
…
蛸
鰍
琳
弔
の
細
口
瀧
匹
一
久
及
び
癖
憐
霧
に
鰍
脚
ず
・
る
件
は

「
弘
文
堂
」
へ
御
中
込
下
さ
い

【
、
本
誌
の
御
註
交
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
（
一
部
、
定
債
｝

二
〇
圓
・
郵
税
八
…
園
）
前
金
に
て
お
迭
締
下
さ
い

一
、
特
に
認
求
書
及
び
領
願
書
難
を
要
す
る
場
脅
は
郵
雰
八
闘

を
お
逡
り
下
さ
い
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